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は
じ
め
に
　
　

　
一
八
九
〇
―
一
九
一
〇
年
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
女

子
を
対
象
と
し
た
女
子
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
教
育
人
口
の
拡
大

に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
大
学
進
学
者
を
モ
デ
ル
と
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
、
よ
り
大
衆
向
け
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
再
編
成

が
行
わ
れ
た
。
生
徒
の
多
様
な
将
来
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
追

求
す
る
中
で
、
調
理
な
ど
の
「
家
庭
科
」
が
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、

家
庭
に
入
る
生
徒
や
「
低
学
力
で
、
社
会
の
下
層
に
属
す
る
生
徒
」

に
限
定
さ
れ
て
教
え
ら
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
（
１
）
。

　
こ
の
時
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、「
家
庭
科
」
つ
ま
り
「
家
庭

管
理
と
他
の
家
事
科
」
に
類
す
る
科
目
はD

om
estic Econom

y

、

D
om

estic Science

、D
om

estic A
rts

、H
ousew

ifery

等
の
異

な
る
名
称
の
下
で
、
異
な
る
教
育
目
的
や
学
習
内
容
、
履
修
者
を

も
っ
た
。A

. 

タ
ー
ン
ブ
ル
は
こ
れ
ら
科
目
の
推
進
を
「
家
事
科
運

動
（D

om
estic Subjects M

ovem
ent

）」
と
総
称
す
る
が
、
家

事
科
（D

om
estic Subjects

）
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
子
教
育
で

は
一
九
一
〇
年
代
以
降
に
普
及
し
は
じ
め
た
用
語
で
あ
り
、
本
稿
の

　
論
文

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
向
け
女
子
教
育
と
家
庭
科
関
連
科
目
群

　
　
　
―
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
女
子
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
生
徒
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
四ｰ

一
九
一
四
―

中
　
込
　
さ
や
か

キ
ー
ワ
ー
ド

　
女
子
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
　
家
庭
科
　
生
徒
層
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
向
け
女
子
教
育
と
家
庭
科
関
連
科
目
群
（
中
込
）

扱
う
史
料
で
は
ご
く
一
部
に
し
か
登
場
し
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で

は
「
家
を
拠
点
と
し
た
生
産
性
、
管
理
性
、
持
続
性
の
あ
る
営
み
、

家
の
治
め
方
、
家
の
暮
ら
し
方
等
」
に
関
す
る
広
範
な
科
目
、
教
育

内
容
全
般
を
、
特
別
に
「
家
庭
科
関
連
科
目
群
」
と
呼
ぶ
（
２
）
。

　
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
女
子
中
等
教
育
史
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
な
関
心
を
強
く
示
し
、
改

革
パ
イ
オ
ニ
ア
の
女
性
教
育
者
が
知
的
な
女
子
教
育
を
確
立
す
る
た

め
に
腐
心
し
た
様
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
。
家
庭
科
関
連
科
目
群
は

一
八
六
〇
年
代
か
ら
労
働
者
階
級
女
子
を
対
象
と
し
た
基
礎
学
校

教
育
に
導
入
さ
れ
て
い
た
た
め
、
学
力
的
、
社
会
階
層
的
に
ミ
ド

ル
ク
ラ
ス
女
子
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
相
応
し
く
な
い
と
さ
れ

た
。
女
性
の
た
し
な
み( accom

plishm
ents)
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
裁
縫( N

eedlew
ork)

の
み
が
教
え
ら
れ
（
３
）

、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
女

子
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル( M

anchester H
igh School for G

irls. 

以

下M
H

SG
)

の
二
代
目
校
長
セ
ー
ラ
・A

・
バ
ー
ス
ト
ー
ル( Sara 

Annie Burstall 1859-1939)

が
、
一
九
〇
〇
年
に
同
校
で
家
政

学( H
ousew

ifery)

コ
ー
ス
を
設
置
し
た
こ
と
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
女
子
中
等
教
育
へ
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
導
入
の
嚆
矢
と
さ
れ

た
（
４
）

。
し
か
し
、『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
国
人
名
事
典
』
の
バ
ー
ス

ト
ー
ル
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
研
究
史
で
は
近
年
ま
で
こ
の
導
入

を
「
改
革
世
代
の
女
性
校
長
に
よ
る
厳
格
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
強
要
か
ら
の
後
退( retreat)

」
や
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

教
育
者
た
ち
が
五
〇
年
の
運
動
に
よ
っ
て
達
成
し
て
き
た
全
て
に
対

す
る
裏
切
り( betrayal)

」
と
批
判
的
に
捉
え
、
改
革
世
代
の
女
性

校
長
と
「
女
性
ら
し
さ
」
を
追
求
し
た
第
二
世
代
以
降
の
校
長
の
間

の
断
絶
性
が
強
調
さ
れ
て
き
た
（
５
）
。

　
中
央
教
育
行
政
や
女
性
校
長
に
着
目
し
た
研
究
が
家
庭
科
関
連
科

目
群
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
議
論
を
強
調
し

て
き
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
学
校
史
料
を
用
い
た
よ

り
客
観
的
な
事
例
研
究
が
進
む
。
そ
の
結
果
、「
改
革
世
代
の
女
性

校
長
」
が
大
学
進
学
者
モ
デ
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
確
立
し
て
い
く

過
程
で
、
裁
縫
の
他
に
も
家
庭
科
関
連
科
目
群
が
す
で
に
導
入
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
女
性
校
長
間
の
断
絶
性
を
強
調
す

る
研
究
史
の
理
解
に
は
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
（
６
）

。
し
か
し
、

女
子
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
の
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
研
究
（
集
団
的
伝

記
研
究
）
が
進
む
一
方
（
７
）
、
地
域
研
究
や
学
校
内
の
実
践
に
着
目
し
た

研
究
や
（
８
）

、
女
子
中
等
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
生
徒
層
の
関
連
性
に

着
目
し
た
研
究
は
ま
だ
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
９
）

。

　
よ
っ
て
本
稿
で
は
学
校
史
料
を
用
い
た
実
証
的
な
事
例
研
究
を
行

う
こ
と
で
、M

H
SG

で
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
導
入
過
程
や
履

修
者
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
に
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら

二
〇
世
紀
初
頭
の
女
子
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
の
教
育
理
念
が
「
二
様
の

責
務
（double conform

ity

）」
か
ら
「
分
か
た
れ
た
目
的
（divided 

aim
s

）」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
描
く
。
第
二
に
、M

H
SG

で
家
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史
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七
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巻
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）

政
学
コ
ー
ス
の
設
立
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
家
庭
科
関
連
科
目
群

の
実
践
内
容
や
目
的
、
履
修
者
を
確
認
す
る
。
第
三
に
、
家
政
学

コ
ー
ス
の
教
育
目
的
や
内
容
、
履
修
生
徒
層
の
分
析
を
行
う
こ
と

で
、
履
修
者
は
本
当
に
「
低
学
力
で
、
社
会
の
下
層
に
属
す
る
生

徒
」
や
家
庭
に
入
る
生
徒
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
か
実
証
的
に
検

証
し
、
家
政
学
コ
ー
ス
の
需
要
や
意
義
を
問
い
直
し
た
い
。
分
析

史
料
に
はM

H
SG

文
書
館
が
所
蔵
す
る
『
学
校
雑
誌
（School 

M
agazine

）』、『
学
校
報
告
（School R

eports

）』、
生
徒
登
録
簿

（Register of Applications
）、M

H
SG

校
長
バ
ー
ス
ト
ー
ル
の

著
作
を
中
心
に
、
全
国
女
性
校
長
協
会
（Association of H

ead 
M

istresses. 

一
八
七
四
年
創
設
。
以
下
、AH

M

）
史
料
や
「
ブ

ラ
イ
ス
委
員
会
報
告
書
」
な
ど
も
併
せ
て
用
い
る
。

一
．
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ミ
ド
ル

　
　
ク
ラ
ス
向
け
女
子
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
化

　
こ
の
時
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
向
け
女
子
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、「
二
様
の
責
務
（double conform

ity

）」

と
「
分
か
た
れ
た
目
的
（divided aim

s

）」
と
い
う
変
化
す
る
教

育
目
標
を
反
映
し
た
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
教
育
の
目
的
が
子
女
を

両
性
の
特
性
に
合
わ
せ
て
社
会
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
、
女

子
は
家
庭
で
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス(

女
性
家
庭
教
師)

か
ら
結
婚
に
有
利

と
な
る
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
朗
読
、
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
等
の
た
し
な

み
（accom

plishm
ents

）
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
専
門
的
訓
練

を
受
け
な
い
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
教
育
は
し
ば
し
ば
皮
相
的
で
あ
る
と
批

判
さ
れ
、
一
八
五
〇
年
代
以
降
、
男
子
と
同
等
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
教
育
を
提
供
す
る
女
子
中
等
学
校
が
登
場
し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・

M
. 

バ
ス
（Frances M

ary Buss 

一
八
二
七
～
一
八
九
四
。
校

長
在
任
一
八
五
〇
―
一
八
九
四)

が
一
八
五
〇
年
に
創
設
し
た
ノ
ー

ス
・
ロ
ン
ド
ン
・
コ
リ
ー
ジ
ェ
ト
・
ス
ク
ー
ル( N

orth London 
Collegiate School. 

以
下
、N

LCS)

は
通
学
制
女
子
ハ
イ
・
ス

ク
ー
ル
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
ド
ロ
シ
ー
・
ビ
ー
ル( D

orothea 
Beale 

一
八
三
一
―
一
九
〇
六)

が
校
長
を
務
め
た
チ
ェ
ル
ト
ナ

ム
・
レ
デ
ィ
ー
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ( Cheltenham

 Ladies’ College. 

一
八
五
四
年
設
立)

は
寄
宿
制
女
子
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た（
（1
（

。

　
本
格
的
な
変
化
は
一
八
六
〇
年
代
半
ば
に
「
ト
ー
ン
ト
ン
委
員
会

報
告
書（
（1
（

」
が
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
教
育
全
般
―
特
に
女
子
教
育
―
の
質

的
・
量
的
な
不
備
を
指
摘
し
て
か
ら
進
ん
だ
。
一
八
七
〇
年
代
以
降
、

通
学
制
女
子
学
校
会
社( G

irls Public D
ay School C

om
pany

。

G
PD

SC

。
一
九
〇
六
年
よ
りTrust

に
改
組)

や
基
金
立
学
校
委

員
会
等
に
よ
り
、
バ
ス
や
ビ
ー
ル
の
教
育
理
念
や
学
校
組
織
を
モ
デ

ル
と
す
る
女
子
中
等
学
校
の
数
的
な
拡
大
が
は
か
ら
れ
た（
（1
（

。
並
行
し

て
教
育
の
質
の
向
上
も
目
指
さ
れ
、
一
八
六
〇
年
代
以
降
の
大
学
地
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
向
け
女
子
教
育
と
家
庭
科
関
連
科
目
群
（
中
込
）

方
試
験
へ
の
参
加
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
女
子
カ
レ
ッ
ジ
の
設
立

や
女
性
校
長
に
よ
る
教
職
訓
練
カ
レ
ッ
ジ
の
支
援
に
よ
り
、
専
門
職

と
し
て
の
女
性
教
師
の
地
位
や
能
力
も
向
上
し
た
。
一
八
九
五
年
刊

行
の
「
ブ
ラ
イ
ス
委
員
会
報
告
書（
（1
（

」
は
過
去
三
〇
年
間
の
女
子
中
等

教
育
の
発
展
を
高
く
評
価
し
た
が
、
こ
の
時
期
ま
で
に
は
大
学
進
学

者
を
対
象
と
す
る
女
子
中
等
教
育
モ
デ
ル
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
男
子
中
等
教
育
で
は
、
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
古
典
教
育
の
偏
重

や
、
科
学
・
技
術
・
近
代
外
国
語
な
ど
の
よ
り
実
際
的
な
科
目
の
導

入
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
学
校
内
に
古
典
教
育
と

近
代
教
育
に
専
念
す
る
別
の
コ
ー
ス
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
生
徒
の
進

路
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
再
編
成
が
行
わ
れ
て
い
た（
（1
（

。
女
子
教
育

は
、
教
育
の
知
的
水
準
を
上
げ
る
と
同
時
に
、
教
師
や
生
徒
が
女
性

性
を
失
わ
な
い
「
二
様
の
責
務
」
あ
る
い
は
「
二
重
の
目
的
」
の
追

及
に
腐
心
し
た
。
ま
ず
、
男
子
に
有
益
な
教
養
教
育
は
性
差
を
超
え

て
女
子
に
も
有
益
で
あ
り
、
家
庭
内
と
家
庭
外
で
の
女
性
の
役
割
と

責
務
を
ま
っ
と
う
す
る
た
め
に
必
要
な
学
問
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
大
学
進
学
者
を
対
象
と
し
た
単
一
モ
デ
ル
の
教
養
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
発
展
さ
せ
た
。
男
子
中
等
学
校
―
特
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ス
ク
ー
ル
―
を
モ
デ
ル
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
校
組
織
作
り
、

大
学
地
方
試
験
や
奨
学
金
の
導
入
、
大
学
で
の
学
位
獲
得
が
推
奨
さ

れ
た
。

　
し
か
し
同
時
に
、
学
校
教
育
で
女
性
性
を
維
持
し
、
追
求
す
る
こ

と
も
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、
授
業
料
を
主
な
収
入
源
と
し
た
女
子
ハ

イ
・
ス
ク
ー
ル
は
特
に
強
く
影
響
を
受
け
た
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
女
性

の
人
生
の
目
的
が
結
婚
で
あ
っ
た
時
代
、
知
的
な
教
養
教
育
を
修
め

る
と
結
婚
相
手
と
し
て
の
魅
力
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
偏
見
を
覆
す

た
め
、
女
子
教
育
者
は
自
身
の
み
な
ら
ず
教
師
や
生
徒
の
身
だ
し
な

み
や
振
る
舞
い
も
厳
し
く
律
し
た
。
教
師
と
生
徒
が
、
こ
れ
ら
対
立

的
な
目
的
を
内
面
化
し
て
い
た
点
も
指
摘
さ
れ
る
。
男
性
の
権
威
へ

の
挑
戦
や
競
争
は
わ
が
ま
ま
で
罪
悪
感
を
か
き
た
て
る
こ
と
で
あ

り
、
教
職
や
看
護
等
、
女
性
の
領
域
で
の
能
力
発
揮
が
推
奨
さ
れ

た（
（1
（

。
ま
た
、
大
学
進
学
後
に
教
師
と
し
て
自
活
す
る
こ
と
も
一
般

的
で
あ
っ
た
た
め
、「
二
様
の
責
務
」
は
女
性
ら
し
さ
と
職
業
訓
練

を
両
立
さ
せ
る
「
二
重
の
目
的
（dual aim

s

）」、
と
も
解
釈
さ
れ

る（
（1
（

。
　「
ブ
ラ
イ
ス
委
員
会
報
告
書
」
が
述
べ
る
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年

代
ま
で
に
は
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
向
け
女
子
教
育
は
数
的
・
質
的
に
発
展

し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
男
子
に
比
べ
て
近
代
外
国
語
・
英
文
学
・

音
楽
・
芸
術
・
裁
縫
・
体
育
な
ど
幅
広
い
科
目
を
取
り
そ
ろ
え
て
い

た
。大
卒
の
専
門
職
の
女
性
教
師
に
よ
る
質
の
高
い
授
業
も
普
及
し
、

知
的
な
教
育
は
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
女
性
が
生
産
的
で
有
益
な
生
活
を
送

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
意
識
も
生
ま
れ
た
。こ
の
間
、

女
子
中
等
学
校
で
一
般
的
に
教
え
ら
れ
た
家
庭
科
関
連
科
目
群
は
、

裁
縫
の
み
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る（
（1
（

。
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一
八
九
〇
年
代
以
降
、
女
子
中
等
教
育
人
口
の
拡
大
に
伴
い
、
よ

り
大
衆
向
け
の
女
子
中
等
教
育
の
導
入
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が
台
頭
し
、
国
民
的

効
率
が
追
求
さ
れ
る
中
、
女
性
性
は
家
庭
性
（dom

esticity

）
を

含
む
も
の
と
し
て
書
き
換
え
ら
れ
た（
（1
（

。
ま
た
、
第
三
次
産
業
の
発
展

と
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
女
子
中
等

教
育
で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
や
技
能
が
変
化
し
た
。
大
学
進
学
を
意

図
し
な
い
生
徒
数
が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
で
、女
子
ハ
イ
・
ス
ク
ー

ル
が
提
供
し
て
い
た
人
格
の
陶
冶
と
将
来
へ
の
対
応
を
狙
っ
た
大
学

進
学
者
向
け
の
単
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
家
庭
性
を
含
む
こ
と
を
迫
ら

れ
、
進
学
・
雇
用
・
家
庭
と
い
う
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
女
子
の
多
様
な
将

来
に
対
応
す
る
「
分
か
た
れ
た
目
的
」
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ

と
変
化
し
た
。「
二
様
の
責
務
」
が
学
業
と
女
性
性
の
追
求
を
対
置

的
に
捉
え
た
の
に
対
し
、「
分
か
た
れ
た
目
的
」
は
三
者
を
鼎
立
さ

せ
る
概
念
と
言
え
る
。
し
か
し
、
両
性
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
違
い
や

女
子
が
男
子
と
違
っ
て
文
学
や
芸
術
を
得
意
と
し
た
点
は
、
二
〇
世

紀
初
頭
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
別
中
等
教
育
が
強
化
さ
れ
る
理
由
と
な
っ

た（
（1
（

。
　
女
性
校
長
た
ち
は
「
分
か
た
れ
た
目
的
」
に
併
せ
て
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
基
準
と
な
る
生
徒
像
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
一
八
九
八

年
の
段
階
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
内
容
を
分
け
る
「
分
岐

（bifurcation

）」
が
一
部
の
学
校
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
。N

LCS

二
代
目
校
長
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
が
推
奨
し
た
「
分
岐
」
は
、
男
女
に
適

用
可
能
な
中
心
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
た
上
で
、
生
徒
の
進

路
の
多
様
性
に
応
じ
て
、
履
修
科
目
数
の
差
で
な
く
履
修
の
程
度
の

差
で
多
様
性
を
持
た
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
て
履

修
す
る
上
位
ク
ラ
ス
が
基
準
と
な
り
、
部
分
的
に
履
修
す
る
下
位
ク

ラ
ス
は
将
来
的
に
到
達
度
を
上
げ
て
上
位
ク
ラ
ス
に
統
合
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
女
子
生
徒
の
進
路
が
厳
密
に

は
「
家
庭
を
作
り
、
社
会
の
社
交
的
側
面
を
維
持
す
る
こ
と
」
で

あ
る
た
め
、「
女
子
学
校
の
事
業
計
画
は
家
政
学
と
社
交
術( social 

arts)

の
究
極
的
な
有
効
性
を
考
慮
す
べ
き
」
で
、「
最
も
野
心
的
な

学
校
に
お
い
て
も
簡
単
で
野
心
を
必
要
と
し
な
い
コ
ー
ス
」
が
欲
し

い
と
、「
専
門
化
（specialisation

）」
の
必
要
性
も
指
摘
し
て
い

た（
（2
（

。
　
一
九
一
〇
年
代
ま
で
に
は
、
女
性
校
長
は
大
学
進
学
者
を
基
準

と
し
た
従
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
限
界
を
感
じ
て
い
た
。AH

M

会

長E
. 

ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス( E. W

oodhouse

、
名
前
・
生
没
年
不
明)

は
大
学
進
学
者
を
基
準
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
が
「
女
子
の
高

等
教
育
を
守
る
た
め
に
ま
ず
不
可
欠
だ
っ
た
」
が
、
い
ま
や
「
女
子

生
徒
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
し
な
い
こ
と
を
忘
れ

ず
、
そ
の
よ
う
な
生
徒
の
た
め
に
異
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
必
要
な

こ
と
を
注
意
深
く
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、「
非
大
学
進
学
者

( “N
on-College” girls)

」
を
基
準
に
す
る
よ
う
求
め
た（
（2
（

。
バ
ー
ス
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ト
ー
ル
は
一
九
〇
七
年
に
出
版
さ
れ
た
自
著
で
「
分
岐
」
を
語
る
際
、

「
ラ
テ
ン
語
や
難
解
な
数
学
は
女
子
生
徒
の
中
の
知
的
な
エ
リ
ー
ト

の
み
の
た
め
の
科
目
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
、
下
位
ク
ラ
ス
―
非
大
学

進
学
者
―
が
主
流
に
な
る
と
予
測
し
、
既
に
「
専
門
化
」
も
行
っ
て

い
た
た
め
、
他
の
女
性
校
長
に
先
ん
じ
て
い
た
と
言
え
る（
（2
（

。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
「
分
か
た
れ
た
目
的
」
や
非
大
学
進
学
者
へ
の

対
応
で
再
編
成
さ
れ
て
い
く
中
、
裁
縫
外
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
の

科
目
は
、「
分
か
た
れ
た
目
的
」
の
う
ち
家
庭
に
入
る
生
徒
、
ま
た

は
「
低
学
力
で
、
社
会
の
下
層
に
属
す
る
生
徒
」
向
け
の
科
目
と
し

て
導
入
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
各
校
で
の
導
入
の
程
度
や

内
容
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
のM

H
SG

で
の
家

政
学
コ
ー
ス
の
設
置
は
有
名
で
あ
る
が
、N
L
C
S

も
一
九
〇
四
年

に
家
事
技
術
コ
ー
ス
（D

om
estic Arts Course

）
を
設
置
し
て

お
り（
（2
（

、
一
九
〇
七
年
ま
で
に
通
学
制
女
子
学
校
会
社
系
列
の
約
三
〇

学
校
中
の
七
校
が
通
学
制
技
術
ク
ラ
ス
（D

ay Technical Class

）

を
設
置
し
て
い
る（
（2
（

。
バ
ー
ス
ト
ー
ル
は
一
九
〇
六
年
のA

H
M

年

大
会
で
「
各
校
の
女
性
校
長
こ
そ
が
地
域
の
要
望
を
最
も
良
く
判

断
で
き
」、「
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
の
理
想
の
あ
り
方
は
生
徒
、
教
師
、

校
長
が
そ
の
自
由
と
責
任
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
、

一
九
一
二
年
の
会
長
就
任
演
説
で
も
「
全
体
的
な
計
画
に
よ
る
画
一

化
こ
そ
、
我
々
が
最
も
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
」
で
あ
り
、「
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
差
異
は
そ
れ
自
体
に
価
値
が
あ
る
が
、
我
々
の
中
等

学
校
内
に
多
様
な
特
性
、
権
力
、
社
会
層
が
見
ら
れ
る
た
め
、
特
に

二
〇
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
必
要
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
校

長
が
外
部
の
教
育
行
政
や
保
護
者
に
左
右
さ
れ
ず
、
学
校
の
地
域
性

に
応
じ
て
自
律
的
に
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
を
理
想
と

す
る
考
え
は
他
の
女
性
校
長
に
も
共
有
さ
れ
た
た
め
、
一
九
〇
〇
年

代
以
降
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
実
施
の
程
度
は
学
校
ご
と
に
か
な

り
の
差
が
見
ら
れ
た
。

二
．
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
女
子
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
の
家
政
学
コ
ー
ス

　
　
以
前
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
　
一
八
七
四
―
一
八
九
八

　
一
九
世
紀
後
半
の
女
子
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
大
学
進
学
者
を

対
象
と
し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
単
一
モ
デ
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
発

展
し
た
が
、
家
庭
科
関
連
科
目
群
と
し
て
は
裁
縫
の
み
が
教
え
ら
れ

た
と
い
う
の
が
研
究
史
の
共
通
理
解
で
あ
っ
た（
（2
（

。
し
か
し
、
複
数
の

学
校
史
料
を
用
い
た
最
新
の
実
証
研
究
は
、
一
八
七
一
―
一
九
一
四

年
の
間
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
実
施
は
、
三
段
階
の
異
な
る
特
徴

を
持
つ
点
を
指
摘
す
る（
（2
（

。
第
一
段
階
は
一
八
七
〇
年
代
か
ら
見
ら

れ
る
「
個
別
科
目
と
し
て
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
」、
第
二
段
階
は

一
八
八
〇
年
代
か
ら
主
に
見
ら
れ
る
「
技
術
ク
ラ
ス
と
し
て
の
家
庭

科
関
連
科
目
群
」、第
三
段
階
は
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
る
「
総

合
コ
ー
ス
と
し
て
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
」
で
あ
る
。M

H
SG

の
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家
政
学
コ
ー
ス
は
第
三
段
階
の
最
も
早
い
導
入
例
で
あ
る
た
め
、
本

節
で
は
第
一
段
階
、
第
二
段
階
に
焦
点
を
あ
て
て
分
析
を
行
う
。

　M
H

SG
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
女
性
高
等
教
育
推
進
協

会

( M
anchester A

ssociation of P
rom

oting H
igher 

Education of W
om

en)

が
母
体
と
な
り
、
一
八
七
四
年
一
月

一
九
日
に
共
同
出
資
型
学
校
と
し
て
開
校
し
た
。
創
立
の
目
的
は
男

子
と
同
等
の
知
的
な
教
養
教
育
を
女
子
に
も
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
開
設
当
初
か
ら
音
楽
、
線
描
、
合
唱
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ド
イ
ツ
語
、
算
数
に
加
え
、
よ
り
高
等
な
数
学
や
ラ
テ
ン
語
を
含
む

多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
、
大
学
地
方
試
験
や
女
子
カ

レ
ッ
ジ
進
学
も
意
識
さ
れ
た
。
生
徒
が
教
育
課
程
の
修
了
時
に
受
け

た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
地
方
試
験
の
成
績
や
大
学
進
学
者
の
奨
学
金

の
獲
得
状
況
は
良
好
で
あ
り
、
大
学
教
育
を
受
け
た
古
典
教
師
や
歴

史
教
師
の
採
用
で
さ
ら
に
成
果
は
上
が
っ
た
。
一
八
八
〇
年
代
に
は

科
学
や
体
育
、
部
活
動
も
導
入
さ
れ
た
。
理
事
会
は
学
校
経
営
上
の

採
算
性
と
教
育
的
効
果
を
考
え
、
生
徒
数
の
多
い
大
規
模
校
を
目
指

し
、
複
数
の
専
門
教
科
を
持
つ
教
師
を
採
用
し
た
。
初
代
校
長
エ
リ

ザ
ベ
ス
・
デ
イ( Elizabeth D

ay 

一
八
四
四
―
一
九
一
七
。
在
任

期
間
一
八
七
三
―
一
八
九
八)

は
ロ
ン
ド
ン
の
石
炭
請
負
業
者
の
娘

と
し
て
生
ま
れ
、
母
や
叔
母
に
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
や
教
師
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
自
身
も
一
四
歳
か
ら
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
し
て
働
き
つ
つ
勉
学

に
励
ん
だ
。M

H
SG

校
長
と
な
る
ま
で
に
ロ
ン
ド
ン
の
ク
イ
ー
ン

ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
認
定
証
を
獲
得
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
地
方
試

験
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
る
な
ど
、
大
学
進
学
が
一
般
的
と
な
る
以

前
の
教
師
と
し
て
十
分
な
知
的
水
準
を
持
っ
て
い
た
。M

H
SG

校

長
に
赴
任
し
た
後
は
、
一
八
七
四
年
設
立
のAH

M

の
立
ち
上
げ
に

加
わ
る
な
ど
、
在
任
期
間
を
通
じ
て
女
子
中
等
教
育
の
向
上
に
つ
と

め
た
。
一
八
九
八
年
夏
に
辞
職
し
た
後
もM

H
SG

や
教
師
、
卒
業

生
に
慕
わ
れ
た（
（2
（

。

　
初
代
校
長
デ
イ
の
元
で
は
、
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
第
一
段
階

と
第
二
段
階
が
見
ら
れ
た
。
第
一
段
階
は
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら

見
ら
れ
る
「
個
別
科
目
と
し
て
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
」
で
あ
る
。

M
H

SG

で
は
「
簡
単
な
裁
縫( Plain Sew

ing)

」
は
一
八
七
四

年
の
創
立
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
必
修
科
目
で
あ
り
続
け
た
。

一
八
八
一
年
の
時
間
割
に
よ
る
と
、
低
学
年
の
第
一
・
二
学
年
（
主

に
一
二
歳
以
下
の
生
徒
が
在
籍
）
は
週
一
回
の
指
導
を
午
前
に
受
け

た
。
高
学
年
（
主
に
一
三
歳
以
上
の
生
徒
が
在
籍
）
の
第
三
・
四
学

年
は
週
二
回
の
指
導
を
午
後
に
受
け
た
。
第
四
・
五
学
年
は
「
裁
縫

ま
た
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
の
授
業
を
週
一
回
午
後
に
受
け
た
。
最
上

級
生
の
第
六
学
年
に
指
導
は
行
わ
れ
な
か
っ
た（
（2
（

。
一
八
九
〇
年
代

前
半
の
裁
縫
は
試
験
科
目
と
し
て
学
外
の
試
験
官
に
審
査
さ
れ
た

が
、
生
徒
の
成
績
は
丁
寧
な
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
体
と
し
て

要
求
水
準
を
下
回
り
、
時
に
は
「
非
常
に
悪
い
」
と
も
記
録
さ
れ

た（
（2
（

。
一
九
〇
一
年
代
以
降
は
裁
縫
の
担
当
教
師
の
辞
職
と
採
用
が
相
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次
ぎ
、
理
事
会
小
委
員
会
が
対
応
に
あ
た
り
、
家
政
学
教
師
の
ミ

ス
・
ヘ
ン
リ
ー
が
一
時
的
に
裁
縫
教
師
を
兼
任
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

一
九
〇
二
年
に
は
裁
縫
の
外
部
試
験
を
取
り
や
め
、
自
前
の
シ
ラ
バ

ス
に
も
と
づ
く
指
導
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た（
（3
（

。

　
ま
た
、
必
修
外
の
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
な
課
外
活
動
と
し
て
、
黄
金
律

協
会
（G

olden Rule Society

）
で
慈
善
を
目
的
と
し
た
裁
縫
活

動
も
推
奨
さ
れ
た
。
黄
金
律
協
会
は
寄
付
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、

各
学
期
に
数
度
の
集
会
を
開
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
慈
善
団
体
に

寄
付
す
べ
き
衣
類
や
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
。
当
初
は
四
〇
―
五
〇
人

程
度
の
活
動
規
模
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
九
年
頃
に
は
一
〇
〇
人
を

超
え
る
活
動
規
模
に
拡
大
し
、
一
九
一
三
年
に
は
全
校
生
徒
に
必
修

の
活
動
と
な
っ
た（
（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
裁
縫
は
ほ
ぼ
全
校
生
徒
が
参
加

し
た
必
修
科
目
で
あ
っ
た
た
め
、
履
修
し
た
生
徒
層
はM

H
SG

全

体
の
生
徒
層
と
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
導
入
の
第
二
段
階
は
、
一
八
八
〇
年
代
か

ら
主
に
見
ら
れ
る
「
技
術
ク
ラ
ス
と
し
て
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
」

で
あ
る
。
科
学
技
術
教
育
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
一
八
八
〇

年
代
末
か
ら
一
連
の
技
術
教
育
法
が
地
域
ご
と
に
技
術
教
育
委
員

会( Technical Education Board)

を
新
設
し
、
地
方
税
を
科

学
技
術
教
育
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
女
子
教
育
で

も
科
学
技
術
の
枠
内
で
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
導
入
が
見
ら
れ
た
。

M
H

SG

で
は
技
術
ク
ラ
ス
（Technical Classes

）
が
一
八
九
四

～
一
八
九
八
年
ま
で
散
発
的
に
実
施
さ
れ
た
。
一
八
九
三
年
以
降
、

学
校
の
経
営
赤
字
の
改
善
策
の
一
つ
と
し
て
、
裁
縫
外
の
家
庭
科
関

連
科
目
群
を
教
え
る
課
外
ク
ラ
ス
が
試
験
的
に
導
入
さ
れ
た
。
生
徒

減
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
き
教
室
を
外
部
団
体
に
貸
し
出
し
て
賃
貸
料

や
授
業
料
収
入
を
得
る
た
め
、
技
術
ク
ラ
ス
で
調
理
、
婦
人
服
仕
立

て
と
帽
子
製
作
（D

ressm
aking and M

illinery

）、
速
記
と
帳

簿( Shorthand and Bookkeeping)

、木
工
と
芸
術
刺
繍( W

ood 
Carving and Art N

eedlew
ork)

を
、
卒
業
生
や
推
薦
状
を
準

備
で
き
る
女
性
、
第
五
・
六
学
年
の
上
級
生
を
対
象
に
教
え
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
調
理
、
帽
子
製
作
、
速
記
と
帳
簿
の

授
業
を
試
験
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
同
年
三
月
と
一
〇
月
の
理
事
会

で
可
決
さ
れ
た
。
一
八
九
四
年
七
月
に
は
翌
学
年
度
に
二
学
期
に
わ

た
り
婦
人
服
仕
立
て
と
調
理
の
ク
ラ
ス
の
開
設
が
提
案
さ
れ
、
一
〇

月
の
理
事
会
で
可
決
さ
れ
た
。
調
理
、
婦
人
服
仕
立
て
、
帽
子
制
作

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
授
業
回
数
や
教
師
の
謝
礼
な
ど
が
具
体
的
に

設
定
さ
れ
、
理
事
会
で
可
決
さ
れ
た（
（3
（

。
翌
一
八
九
五
年
一
〇
月
の
理

事
会
で
は
デ
イ
が
同
様
の
授
業
計
画
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
た
。
技

術
ク
ラ
ス
の
実
施
は
一
八
九
八
年
ま
で
記
録
が
残
る
が
、
バ
ー
ス

ト
ー
ル
の
改
革
が
は
じ
ま
る
と
同
時
に
停
止
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る（
（3
（

。
　
空
き
教
室
の
貸
し
出
し
先
は
、
技
術
ク
ラ
ス
、
市
内
の
男
子
中

等
学
校
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
・
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
（M

anchester 



－  124  －－  125  －

史
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G
ram

m
ar School

）
の
新
設
の
プ
レ
パ
ラ
ト
リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
、

近
所
の
高
等
教
育
機
関
オ
ー
ウ
ェ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
女
性
部
門

（W
om

en’s D
epartm

ent of the O
w

ens College

）
と
変
化
し

た
。
一
八
九
七
年
度
の
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
貸
し
出
し
の
際
、
校
長
デ
イ

は
利
用
教
室
が
重
複
す
る
調
理
ク
ラ
ス
を
開
設
し
な
い
こ
と
を
提
案

し
、
理
事
会
の
同
意
を
得
た（
（3
（

。
こ
の
決
定
に
は
デ
イ
の
家
庭
科
関
連

科
目
群
教
育
へ
の
意
欲
の
低
さ
が
影
響
し
て
い
た
。
一
八
九
四
年
の

ブ
ラ
イ
ス
委
員
会
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
際
し
、
デ
イ
は
、
生
徒
の
在

籍
が
不
安
定
で
あ
る
の
は
、
学
校
生
活
が
生
徒
に
と
っ
て
楽
し
く
な

い
も
の
に
な
る
と
、
両
親
が
娘
を
学
校
に
通
わ
せ
な
く
な
る
か
ら
だ

と
述
べ
た
。
委
員
会
の
報
告
書
は
、
大
規
模
校
で
は
生
徒
へ
の
個
別

的
対
応
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、M

H
SG

が
生
徒
全
体
に
知
的
教
育

を
行
っ
て
い
る
点
や
、
裁
縫
が
そ
れ
を
学
校
教
育
の
一
部
と
見
な
さ

な
い
教
師
側
と
、
そ
れ
を
希
望
す
る
母
親
の
対
立
を
招
く
不
快
な
教

科
で
あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
デ
イ
が
裁
縫
や
調
理
、
婦
人

服
仕
立
て
等
の
科
目
は
卒
業
後
に
学
ぶ
べ
き
だ
と
発
言
し
て
い
た
こ

と
も
記
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
　

　
技
術
ク
ラ
ス
を
履
修
し
た
生
徒
層
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
は

残
っ
て
い
な
い
が
、
シ
ラ
バ
ス
や
広
告
に
記
載
さ
れ
た
特
別
授
業
料

が
一
科
目
ご
と
に
一
ギ
ニ
ー
（
実
習
を
含
む
調
理
の
み
二
ギ
ニ
ー
）

で
あ
っ
た
た
め
、
比
較
的
富
裕
な
生
徒
層
を
対
象
に
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

三
．
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
女
子
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
の
家
政
学
コ
ー
ス

　
　
一
九
〇
〇
―
一
九
一
四

　
従
来
の
研
究
史
は
、
一
九
〇
〇
年
にM

H
SG

で
家
政
学
コ
ー
ス

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
、
女
子
中
等
教
育
裁
縫
外
の
家
庭
科
関
連
科

目
群
が
導
入
さ
れ
た
嚆
矢
と
捉
え
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
理
解

は
主
に
バ
ー
ス
ト
ー
ル
の
著
作
に
依
拠
し
て
お
り
、
学
校
史
料
や

AH
M

史
料
を
用
い
た
実
証
研
究
の
成
果
か
ら
考
え
る
と
、M

H
SG

で
の
家
政
学
コ
ー
ス
の
導
入
は
第
三
段
階
で
あ
る
「
総
合
コ
ー
ス
と

し
て
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
」
の
最
も
早
い
導
入
例
と
み
る
べ
き
で

あ
る（
（3
（

。

　
家
政
学
コ
ー
ス
の
設
立
意
図
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ス
ト
ー
ル
著
の

『
学
校
史
』
と
『
自
伝
』
の
記
述
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、AH

M

史
料
の
分
析
を
加
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
女
子
中
等

教
育
全
体
の
転
換
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
ず
、『
学

校
史
』
と
『
自
伝
』
で
は
、
導
入
は
前
校
長
デ
イ
の
時
代
か
ら
続
く

生
徒
減
に
よ
る
学
校
経
営
悪
化
へ
の
対
策
で
あ
っ
た
と
説
明
さ
れ

る
。
平
均
的
な
学
力
レ
ベ
ル
の
生
徒
が
一
五
・
一
六
歳
で
早
期
離
学

す
る
傾
向
か
ら
、
そ
れ
ら
生
徒
に
と
っ
て
魅
力
的
な
学
校
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
バ
ー
ス
ト
ー
ル
は
試
験
内
容
を
見
直
し

て
「
分
岐
」・「
専
門
化
」
を
導
入
し
た
。『
学
校
史
』
で
は
そ
の
教

育
的
意
義
が
主
張
さ
れ
る
が
、『
自
伝
』
で
は
学
校
経
営
上
の
必
要
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性
が
よ
り
赤
裸
々
に
告
白
さ
れ
る（
（3
（

。
ま
た
、
一
九
〇
六
年
のAH

M
年
大
会
で
の
発
言
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
バ
ー
ス
ト
ー
ル
は
校
長
が

外
部
の
教
育
行
政
や
保
護
者
に
左
右
さ
れ
ず
、
学
校
の
地
域
性
に
応

じ
て
自
律
的
に
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
を
理
想
と
し
て

お
り
、
そ
れ
を
自
身
の
学
校
で
も
実
践
し
た（
（3
（

。
ま
た
、
一
九
一
二
年

の
会
長
就
任
演
説
で
は
さ
ら
に
、「
全
体
的
な
計
画
に
よ
る
画
一
化
」

に
強
固
に
反
対
し
、「
私
は
全
女
子
生
徒
に
数
学
を
教
え
る
こ
と
に

賛
成
し
な
い
が
、
熱
狂
的
な
校
長
の
熱
意
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
生
じ

る
現
実
の
生
活
に
役
立
つ
数
学( live m

athem
atics)

は
、
規
則

( code of regulations)

や
両
親
の
偏
見
に
よ
っ
て
押
し
付
け
ら
れ

る
形
式
的
な
家
政
術( dead house-craft)
に
勝
る
」
と
断
言
し
て

い
る
。
研
究
史
は
バ
ー
ス
ト
ー
ル
を
と
も
す
る
と
強
固
な
家
庭
科
関

連
科
目
群
の
推
進
者
と
描
い
て
き
た
が
、
一
九
一
二
年
の
発
言
か
ら

は
地
域
の
実
情
に
即
し
た
よ
り
冷
静
で
実
際
的
な
対
策
を
求
め
る
人

物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
バ
ー
ス
ト
ー
ル
が
他
の
女
性
校
長
に
先
駆
け
て
非
大
学
進
学

者
向
け
の
女
子
中
等
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

M
H

SG

で
は
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
が
行
わ
れ
た
。
バ
ー
ス
ト
ー
ル
が
着
任
し
た
一
八
九
八
年
当
時
、

入
学
者
減
に
よ
る
授
業
料
収
入
の
不
足
か
らM

H
SG

以
下
三
校
は

大
幅
な
経
営
赤
字
を
抱
え
て
い
た
。
原
因
は
、
三
校
が
同
じ
理
事
会

と
財
源
で
運
営
さ
れ
た
こ
と
や
、
三
校
間
や
近
隣
の
中
等
学
校
と
の

間
で
生
徒
獲
得
競
争
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
学
進
学
者
の
数

と
質
は
安
定
し
て
い
た
も
の
の
、
ロ
ン
ド
ン
のN

LCS

と
比
較
し

て
平
均
的
な
生
徒
が
一
五
・
一
六
歳
で
早
期
離
学
す
る
と
い
う
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
の
地
域
的
な
傾
向
も
一
因
で
あ
っ
た
。
平
均
的
な
学
力
レ

ベ
ル
の
生
徒
が
夏
学
期
末
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
地
方
試
験
前
に
離

学
す
る
傾
向
か
ら
、
バ
ー
ス
ト
ー
ル
は
厳
格
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
は
か
っ
た
。
第
一
に
平
均
的
な
生
徒
の
た

め
の
学
校
生
活
の
充
実
が
目
指
さ
れ
た
。
校
長
と
理
事
会
は
地
域
の

大
学
とM

H
SG

と
の
連
携
を
強
化
す
る
点
で
合
意
し
、
従
来
の
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
地
方
試
験
で
な
く
、
地
域
の
大
学
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
る
試
験
や
授
業
視
察
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
団
体

生
活
の
充
実
、
ゲ
ー
ム
や
体
育
の
導
入
も
図
ら
れ
た
。
第
二
に
、
よ

り
実
用
的
か
つ
魅
力
的
に
な
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
が
見
直
さ

れ
た
。
生
徒
と
保
護
者
の
要
望
を
考
慮
し
、
生
徒
の
将
来
に
と
っ
て

有
用
か
つ
実
学
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
向
け
て
「
分
岐
」
と
「
専
門

化
」
が
導
入
さ
れ
た
。「
分
岐
」
はN

LC
S

で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、

「
専
門
化
」
は
バ
ー
ス
ト
ー
ル
独
自
の
着
想
で
あ
り
、
一
五
・
一
六
歳

以
上
の
生
徒
に
将
来
の
進
路
に
合
わ
せ
た
別
々
の
コ
ー
ス
を
提
供
し

た
。
大
学
進
学
や
公
務
員
試
験
へ
の
対
策
や
家
政
学
、
秘
書
訓
練
、

ま
た
は
、
裕
福
な
保
護
者
の
要
望
に
あ
わ
せ
て
音
楽
や
芸
術
の
コ
ー

ス
が
想
定
さ
れ
た（
（3
（

。一
九
〇
〇
年
九
月
開
設
の
家
政
学
コ
ー
ス
は「
専

門
化
」
の
一
部
で
あ
り
、「
家
庭
に
入
る
少
女
で
、
専
門
職
に
進
む
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意
志
の
な
い
生
徒
」
を
対
象
と
し
た
。
続
く
一
九
〇
一
年
九
月
開
設

の
秘
書
コ
ー
ス
（Secretarial Course

）
も
、
後
に
「
非
常
に
重

要
で
価
値
あ
る
」
コ
ー
ス
と
な
っ
た
。
生
徒
は
速
記
、
簿
記
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
タ
イ
ピ
ン
グ
な
ど
の
商
業
科
目
一
般
を
学
ん
だ
。
こ
う
し

て
「
全
て
の
タ
イ
プ
の
少
女
が
最
善
を
つ
く
せ
る
」
環
境
が
整
い
、

平
均
的
な
生
徒
の
在
学
年
数
が
延
長
さ
れ
た
と
い
う（
（4
（

。

　
家
政
学
コ
ー
ス
設
置
の
直
接
の
切
掛
は
、
一
八
九
六
年
六
月
以
降

のM
H

SG

の
建
物
管
理
の
見
直
し
の
動
き
で
あ
っ
た
。
従
来
の
経

営
赤
字
対
策
が
不
振
に
終
わ
っ
た
た
め
、
一
九
〇
〇
年
二
月
に
建
物

管
理
と
内
部
設
備
の
効
率
化
が
再
び
議
題
に
上
っ
た
。
五
月
に
は
現

在
の
婦
人
管
理
人
を
今
年
度
末
で
解
雇
し
、
調
理
の
授
業
を
行
え
る

新
た
な
婦
人
管
理
人( lady housekeeper)
を
募
集
す
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
、
応
募
方
法
、
選
考
方
法
や
募
集
広
告
、
応
募
者
に
も
と

め
る
条
件
、
給
与
、
業
務
内
容
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
七
月
の

理
事
会
で
婦
人
管
理
人
兼
家
政
学
教
師
の
採
用
が
決
定
さ
れ
た（
（4
（

。

　
新
任
の
家
政
学
教
師
ブ
ラ
ン
シ
ェ
・
ヘ
ン
リ
ー( Blanche 

H
enry 

一
八
六
七
～
没
年
不
明)

は
一
八
九
〇
年
代
の
先
進
的
な

家
政
学
教
育
を
受
け
て
い
た
。
ヘ
ン
リ
ー
は
ロ
チ
ェ
ス
タ
の
私
営
学

校
で
学
ん
だ
後
、
一
八
九
八
―
一
九
〇
〇
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
の
バ
タ

シ
ー
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
（Battersea Polytechnic

）
で
専
門
的

訓
練
を
受
け
、
調
理
・
洗
濯
・
婦
人
服
仕
立
て
・
裁
縫
・
家
政
学
の
デ
ィ

プ
ロ
マ
を
獲
得
し
た
。
一
九
〇
〇
年
九
月
にM

H
SG

に
婦
人
管
理

人
兼
家
政
学
コ
ー
ス
教
師
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
一
九
〇
八
年
七
月

に
辞
職
し
た
後
、
ロ
ン
ド
ン
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
に
再
就
職
し
た
と
記

録
さ
れ
る（
（4
（

。
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
基
礎
学
校
で
労
働
階
級
女
子
を

対
象
と
し
た
裁
縫
、
調
理
、
洗
濯
な
ど
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
教

育
が
進
む
中
、
そ
れ
を
担
う
女
性
教
師
の
育
成
が
求
め
ら
れ
た
。
全

国
調
理
訓
練
学
校
（N

ational Training School for Cookery

、

一
八
七
三
年
設
立
）
の
よ
う
な
調
理
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
教
師
育

成
は
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
は
全
国
に
設
立
さ
れ
た
総
合
的
・
専
門

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
な
ど
の
専
門
教
育

機
関
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
子
カ
レ
ッ
ジ
と

し
て
初
め
て
家
庭
科
関
連
科
目
群
に
特
化
し
た
コ
ー
ス
を
設
置
し
た

の
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
女
性
部
門
の
家

政
科
学
と
社
会
科
学
コ
ー
ス
（H

ousehold&
 Social Science

、

一
九
〇
八
年
設
立
）
で
あ
る
が
、
女
子
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
進
学
率
が
非

常
に
低
か
っ
た
時
代
、
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
な
ど
の
専
門
教
育
機
関
は
女

子
が
中
等
教
育
よ
り
上
の
レ
ベ
ル
の
教
育
を
受
け
る
機
会
を
提
供
し

た（
（4
（

。
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目
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表
一
はM

H
SG

で
の
一
九
〇
〇
―
一
九
一
四
年
ま
で
の
家
政
学

コ
ー
ス
名
と
履
修
人
数
の
変
化
を
『
学
校
雑
誌
』
の
ク
ラ
ス
名
簿

か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る（
（4
（

。
一
九
〇
〇
年
九
月
に
新
設
さ
れ
た

家
政
学
（H

ousew
ifery

）
コ
ー
ス
に
は
一
七
名
が
在
籍
し
た
。
家

政
学
コ
ー
ス
は
開
設

か
ら
三
年
目
ま
で
独

立
し
た
一
年
制
コ
ー

ス
と
し
て
運
営
さ
れ

た
。
一
九
〇
五
年

か
ら
三
年
間
は
秘

書
訓
練
コ
ー
ス
と

統
合
さ
れ
た
技
術

（Technical

）
コ
ー

ス
と
し
て
二
ク
ラ

ス
ま
た
は
三
ク
ラ

ス
編
成
と
な
っ
た
。

一
九
〇
八
年
か
ら
は

再
び
独
立
し
た
家
政

学
コ
ー
ス
に
戻
り
、

一
九
一
〇
年
か
ら
は

二
年
制
の
二
ク
ラ
ス

編
成
に
、
一
九
一
三

年
に
は
四
ク
ラ
ス
編
成
に
な
っ
た
。
ク
ラ
ス
編
成
に
と
も
な
い
履
修

人
数
も
拡
大
し
た
。
家
政
学
コ
ー
ス
に
在
籍
し
た
人
数
の
記
録
が
残

る
一
九
〇
〇
―
一
九
〇
三
年
と
一
九
〇
八
―
一
九
一
四
年
を
比
較
す

る
と
、
一
年
制
コ
ー
ス
の
一
ク
ラ
ス
一
七
名
の
在
籍
か
ら
二
年
制

コ
ー
ス
の
四
ク
ラ
ス
合
計
六
八
名
ま
で
約
四
倍
に
コ
ー
ス
規
模
が
拡

大
し
て
お
り
、
着
実
に
人
気
を
博
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
個
別
の
コ
ー
ス
名
は
変
化
し
た
が
、
以
降
の
分
析
で

は
全
体
を
論
じ
る
際
は
「
家
政
学
コ
ー
ス
」
と
総
称
す
る
。
ま
た
、

一
九
〇
〇
―
一
九
〇
三
年
と
一
九
〇
八
―
一
九
一
四
年
の
家
政
学

コ
ー
ス
の
在
籍
者
数
は
『
学
校
雑
誌
』
の
ク
ラ
ス
名
簿
に
は
そ
れ
ぞ

れ
四
四
名
と
二
二
六
名
の
名
前
が
あ
る
。

　
表
二
は
一
九
〇
六
年
に
家
政
学
コ
ー
ス
が
二
年
コ
ー
ス
に

な
っ
て
か
ら
の
時
間
割
を
示
す
。
生
徒
は
週
に
一
五
時
間
を
一

般
科
目[

聖
書
、
英
語
、
歴
史
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
算
数
、
ド
イ

ツ
語]

に
、
一
四
時
間
を
科
学
的
な
理
論
に
基
づ
い
た
技
術
科

目( Technical Subjects) [

調
理
、
洗
濯
、
衛
生
、
家
事
科
学

（D
om

estic Science

）、
婦
人
服
仕
立
て
、
家
政
学
／
家
庭
で
の

修
繕
（H

ousehold M
ending

）]

に
費
や
し
た
。
一
般
科
目
と

技
術
科
目
に
均
等
に
時
間
を
割
く
こ
と
で
、
コ
ー
ス
が
一
般
的
な
教

養
教
育
と
技
術
教
育
を
同
じ
よ
う
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
一
般
科
目
に
古
典
語
が
含
ま
れ
な
い
点
や
女
子
教
育
に
特
徴

的
な
近
代
外
国
語
に
時
間
が
割
か
れ
て
い
る
点
か
ら
は
、
家
政
学

表一

一般科目 時間数 技術科目 時間数
聖書と演説 2 調理 3
英語 3 洗濯 3
歴史 2 衛生 2
フランス語 3 家事科学 2
算数 2 婦人服仕立て 2

ドイツ語（選択） 3
家政学（1年目）
家庭での修繕　（2年目）

2

合計 15 Total. 14

Final total 27 to 30 Periods. (Burstall, 1907, p.199.)

マンチェスタ女子ハイ・スクール
家政学コース　カリキュラム　1907

（表一）
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史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

コ
ー
ス
が
非
大
学
進
学
者
を
対
象
と
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
技
術

科
目
に
も
衛
生
や
家
事
科
学
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
技
術
科
目
が
実
践

と
同
様
に
理
論
や
知
識
を
教
え
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
。

　
グ
ラ
フ
一
はM

H
SG

の
家
政
学

コ
ー
ス
に
入
学
し
た
時
点
で
の
生
徒
の

年
齢
の
分
布
を
ク
ラ
ス
名
簿
と
生
徒

登
録
簿
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る（
（4
（

。

一
九
〇
〇
―
一
九
〇
三
年
に
つ
い
て
は

四
五
名
分
、
一
九
〇
八
―
一
九
一
四
年

に
つ
い
て
は
一
五
八
名
分
、
両
者
の
合

計
二
〇
三
名
分
の
記
録
が
判
明
し
て
い

る
。
女
性
校
長
が
一
般
的
に
家
政
学

コ
ー
ス
の
よ
う
な
「
専
門
化
」
は
一
般

教
養
を
修
め
た
一
五
歳
以
上
の
生
徒
を

対
象
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
た
と
お
り
、
コ
ー
ス
入
学
時
の
年
齢

は
一
九
〇
〇
―
一
九
〇
三
年
は
一
六
歳

が
一
九
名
（
全
四
五
名
中
の
四
二
％
。

以
降
は
％
の
み
記
す
）、
一
五
歳
が

家
政

学

家
政

学
　

上
級

家
政

学
　

初
級

家
政

学
　

1
年

目

家
政

学
　

2
年

目

上
級

第
四

学
年

家
政

学

家
政

学
I
 
ア

ル
フ

ァ

家
政

学
I
A

家
政

学
I
I

技
術

A

技
術

B

技
術

　
上

級
第

五
学

年

第
五

学
年

　
技

術

上
級

第
四

学
年

　
技

術

合
計

1901年7月 17 17
1902年7月 16 16
1903年7月 11 11
1904年7月 nd
1905年7月 nd
1906年7月 8 21
1907年7月 8 23 19
1908年7月 13 7
1909年7月 15 15
1910年7月 29 29
1911年7月 6 22 28
1912年7月 21 20 41
1913年7月 31 14 45
1914年7月 20 15 20 13 68

Total 270

表二

マンチェスタ女子ハイ・スクール　家政学コース名と履修人数

('Alphabetical Class Lists', SM , July 1910- July 1914).

（表二）

（グラフ一）
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目
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一
五
名
（
三
三
％
）
で
あ
っ
た
。
同
様
に
一
九
〇
八
―
一
九
一
四

年
は
一
五
歳
が
七
二
名
（
全
名
中
の
四
五
％
。
以
降
は
％
の
み
記

す
）、
一
六
歳
が
四
三
名
（
二
七
％
）
で
、
全
体
と
し
て
一
五
・
一
六

歳
で
の
入
学
が
目
立
つ
。
し
か
し
、
一
三
・
一
四
歳
で
の
入
学
も
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
の
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
入
学
年
齢
は
変

化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
七
・
一
八
歳
で
の
入
学
は
、

対
象
生
徒
が
他
の
女
子
中
等
学
校
な
ど
で
一
般
教
養
を
修
め
た
後
、

M
H

SG

に
あ
ら
た
め
て
入
学
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
グ
ラ
フ
二
はM

H
SG

の
家
政
学
コ
ー
ス
に
在
籍
し
た
生
徒
が
、

コ
ー
ス
入
学
前
ま
た
は
終
了
後
に
何
年
間M

H
SG

の
他
の
学
年
や

コ
ー
ス
に
在
籍
し
た
か
を
示
す（
（4
（

。
一
九
〇
〇
―
一
九
一
三
年
に
つ

い
て
は
四
五
名
、
一
九
〇
八
―
一
九
一
四
年
に
つ
い
て
は
一
五
六

名
、
両
者
の
合
計
二
〇
一
名
に
つ
い
て
、
一
年
未
満
の
在
籍
も
切

り
上
げ
て
一
年
と
し
て
計
算
し
て
い
る
。
一
九
〇
〇
―
一
九
〇
三

年
、
一
九
〇
八
―
一
九
一
四
年
と
も
に
、
家
政
学
コ
ー
ス
外
で
の
在

籍
年
数
二
年
の
一
五
名
（
三
三
％
）
と
四
一
名
（
二
六
％
）
が
最
多

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全
体
的
な
在
籍
状
況
は
異
な
る
。
一
九
〇
〇

―
一
九
〇
三
年
に
は
家
政
学
コ
ー
ス
の
み
に
在
籍
し
た
生
徒
数
が
〇

名
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
九
〇
八
―
一
九
一
四
年
に
は
二
一
名

（
一
三
％
）
が
家
政
学
コ
ー
ス
の
み
に
在
籍
し
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
〇
八
―
一
九
一
四
年
に
は
全
体
的
に
コ
ー
ス
外
の
在
籍
年
数
は

延
び
て
お
り
、
一
年
か
ら
四
年
の
在
籍
が
三
四
―
四
一
名
（
二
二
―

（グラフ二）
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史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

二
六
％
）
あ
っ
た
。
ま
た
五
年
以
上
の
在
籍
も
見
ら
れ
る
。
以
上
か

ら
、
家
政
学
コ
ー
ス
の
新
設
は
そ
れ
の
み
に
在
籍
す
る
新
規
の
生
徒

の
獲
得
に
役
立
っ
た
と
同
時
に
、
既
存
の
生
徒
の
在
籍
状
況
も
改
善

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
グ
ラ
フ
三
はM

H
SG

の
生
徒
の
父
親
・
保
護
者
の
職
業
の
割

合
を
表
す（
（4
（

。
家
政
学
コ
ー
ス
に
一
九
〇
〇
―
一
九
〇
三
年
に
在
籍

し
た
生
徒
の
う
ち
記
録
が
分
か
る
四
五
名
の
割
合
、
一
九
〇
八
―

一
九
一
四
年
の
一
五
六
名
の
割
合
、
両
者
の
合
計
二
〇
一
名
を
平
均

し
た
割
合
を
分
析
し
た
。
ま
たM

H
SG

全
体
の
割
合
と
比
較
す
る

た
め
、
一
八
九
八
―
一
九
一
四
年
の
学
校
全
体
の
在
籍
者
の
う
ち
五

人
に
一
人
を
抽
出
し
た
四
四
四
名
分
に
つ
い
て
も
割
合
を
記
す
。
ま

ず
、M

H
SG

全
体
と
し
て
、
父
親
・
保
護
者
の
職
業
が
ビ
ジ
ネ
ス

（Business

）
に
属
す
る
生
徒
が
四
一
％
（
全
四
四
四
名
中
一
八
四

名
）
で
最
多
で
あ
り
、専
門
職
（Professional

）
の
二
四
％
（
一
〇
五

名
）
が
続
く
。
一
方
の
家
政
学
コ
ー
ス
は
、
専
門
職
出
身
の
生
徒
の

合
計
の
割
合
が
一
八
％
（
全
二
〇
〇
名
中
三
六
名
）（
（4
（

と
学
校
全
体
の

割
合
よ
り
低
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
出
身
の
生
徒
が
五
三
％
（
全
二
二
〇
名

中
一
〇
六
名
）（
（4
（

と
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
―
一
九
〇
三

年
、
一
九
〇
八
―
一
九
一
四
年
の
個
別
の
割
合
を
比
較
し
て
も
、
専

門
職
出
身
者
が
比
較
的
少
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
出
身
者
が
多
い
の
は
共

通
し
て
い
る
。

（グラフ三）
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表
三
が
示
す
よ
う
に
、
家
政
学
コ
ー
ス
が
生
徒
の
「
分
か
た
れ
た

目
的
」
に
ど
う
対
応
し
て
い
た
か
は
、
生
徒
登
録
簿
に
記
録
が
残
る

生
徒
の
卒
業
後
の
進
路
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る（
（5
（

。
一
九
〇
〇

―
一
九
〇
三
年
に
家
政
学
コ
ー
ス
に
在
籍
し
た
四
五
名
の
う
ち
、
一

名
に
つ
い
て
の
み
家
事
科
教
師
の
職
を
得
た
と
の
記
載
が
あ
る
。

一
九
〇
八
―
一
九
一
四
年
に
在
籍
し
た
一
五
六
名
に
つ
い
て
は
、
の

べ
一
二
三
名
分
の
記
載
が
残
る
。
家
庭
生
活
に
入
る
生
徒
二
三
名
に

対
し
、
進
学
・
教
育
を
目
指
し
た
生
徒
は
八
七
名
、
就
職
し
た
生
徒

は
一
三
名
で
あ
り
、
必
ず
し
も
卒
業
後
に
家
庭
に
入
る
生
徒
の
み
が

在
籍
し
た
コ
ー
ス
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
進
学
・
教
育
に
か

ん
す
る
記
録
は
「
コ
ー
ス
修
了
時
に
認
定
証
を
獲
得
」
が
最
も
多

く
四
七
名
お
り
、M

H
SG

の
家
政
学
コ
ー
ス
が
一
定
の
学
問
水
準

を
満
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
進
学
先
と
し
て
は
リ
バ
プ
ー

ル
や
グ
ロ
ス
タ
ー
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
に
あ
る
家
庭
経
済
カ
レ
ッ
ジ

（D
om

estic Econom
y College

）
が
一
八
名
と
最
も
多
い
。
こ

れ
ら
カ
レ
ッ
ジ
で
は
専
門
的
な
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
教
師
養
成
を

行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
定
数
が
卒
業
後
に
教
師
と
し
て
就
職
し

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
音
楽
教
育
、
幼
児
教
育
、
体
育

教
育
、
農
業
、
芸
術
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
な
ど
、
進
学
先
は
多
岐
に

わ
た
る
。
就
職
に
か
ん
す
る
記
録
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
病
院
勤
務

が
六
名
と
最
も
多
く
、
秘
書
、
婦
人
服
仕
立
て
、
製
菓
、
健
康
訪
問

員
（H

ealth Visitor

）、
家
事
科
教
師
な
ど
も
あ
っ
た
。
上
記
の

表三

家政学コース
1900-1903（1

名）

家政学コース
1908-1914
（123名）

合計
（124
名）

家庭生活に入る 23 23

コース修了時に認定証を獲得 47

家庭経済カレッジに進学 18
音楽教育の道に進む 6
幼児教育の道に進む 3

フランスの学校に進学 3
体育教育の道に進む 3

寄宿学校に進学 3
農業カレッジに進学 2

芸術の道に進む 1
大学地方試験を受験 1

家事科教師 1
第一次世界大戦中の病院勤務 6
秘書訓練・秘書として就職 4

婦人服仕立てに就職 1
製菓の道に進む 1

健康訪問員となる 1

MHSG 家政学コース生徒の卒業後の進路（Register of Applications.）

就職

進学・教育

家庭

14

87

（表三）
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分
野
は
二
〇
世
紀
前
半
に
学
問
分
野
ま
た
な
職
業
分
野
と
し
て
発
展

し
て
い
き
、
そ
こ
で
は
女
性
を
対
象
と
し
た
新
た
な
専
門
職
が
確
立

し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
黎
明
期
に
は
家
政
学
コ
ー
ス
で
の
幅
広
い

家
庭
科
関
連
科
目
群
の
教
育
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。

お
わ
り
に

　
従
来
の
研
究
史
は
、
男
子
と
同
等
の
知
的
な
教
養
教
育
を
追
求
し

た
一
九
世
紀
後
半
の
改
革
世
代
の
女
性
校
長
と
、
二
〇
世
紀
初
頭
に

家
庭
科
関
連
科
目
群
を
推
進
し
た
第
二
世
代
以
降
の
女
性
校
長
の
間

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
教
育
理
念
で
の
断
絶
性
を
強
調
し
て
き
た
。
し

か
し
、
近
年
の
研
究
成
果
は
、
当
該
期
間
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
の

実
施
に
は
連
続
性
が
あ
り
つ
つ
、
教
育
目
的
や
内
容
に
は
よ
り
広
い

社
会
的
な
変
化
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

　
本
稿
で
はM

H
SG

を
対
象
に
、
一
八
九
四
―
一
九
一
四
年
の
間

の
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
連
続
性
と
変
化
を
、
主
に
学
校
史
料
か
ら

分
析
し
た
。M
H

SG

で
は
初
代
校
長
デ
イ
の
も
と
で
、
一
八
七
三

年
の
創
立
か
ら
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
実
施
の
第
一
段
階
「
個
別
科

目
と
し
て
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
」
と
し
て
簡
単
な
裁
縫
が
教
え
ら

れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
四
年
か
ら
は
第
二
段
階
「
技
術
ク
ラ

ス
と
し
て
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
」
と
し
て
調
理
・
婦
人
服
仕
立
て
・

帽
子
製
作
な
ど
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
が
試
験
的
に
導
入
さ
れ
て
い

た
。二
代
目
校
長
バ
ー
ス
ト
ー
ル
に
よ
る
家
政
学
コ
ー
ス
の
開
設
は
、

第
三
段
階
「
総
合
コ
ー
ス
と
し
て
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
」
へ
の
移

行
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ス
開
設
は
、
生
徒
の
早
期
離
学
と
い
う
地
域
的

な
修
学
傾
向
や
、
学
校
間
の
生
徒
獲
得
競
争
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る

経
営
赤
字
へ
の
対
策
と
し
て
、
全
国
に
さ
き
が
け
て
非
大
学
進
学
者

モ
デ
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
編
成
す
る
中
で
導
入
さ
れ
た
。
進
学

コ
ー
ス
と
家
政
学
コ
ー
ス
、
秘
書
訓
練
コ
ー
ス
の
鼎
立
に
よ
り
、
一

つ
の
学
校
内
に
生
徒
の
「
分
か
た
れ
た
目
的
」
―
進
学
・
家
庭
・
就

職
―
に
応
じ
た
複
線
型
の
コ
ー
ス
が
再
設
定
さ
れ
た
。
女
子
中
等
教

育
が
大
衆
化
す
る
中
、
改
革
世
代
の
女
性
校
長
が
生
徒
モ
デ
ル
と
し

て
い
た
大
学
進
学
者
（
専
門
職
層
）
で
は
な
く
、非
大
学
進
学
者
（
ビ

ジ
ネ
ス
層
他
）
の
要
望
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
が
学
校
経
営
に
無
視
で

き
な
い
圧
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
家
政
学
コ
ー
ス
の
履
修
生
徒
層
の
分
析
か
ら
は
、
履
修
者
が
「
低

学
力
で
、
社
会
の
下
層
に
属
す
る
生
徒
」
や
家
庭
に
入
る
生
徒
に
必

ず
し
も
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
第
一
に
、
技
術
ク

ラ
ス
や
家
政
学
コ
ー
ス
の
履
修
者
の
父
親
・
保
護
者
の
職
業
は
ビ
ジ

ネ
ス
層
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
内
部
の
経
済

資
本
や
文
化
資
本
の
差
が
家
政
学
コ
ー
ス
の
履
修
生
徒
層
や
そ
の
動

向
に
関
係
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
層
は
経
済
資
本
こ
そ
豊
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か
だ
が
、
生
徒
が
大
学
進
学
を
志
さ
ず
、
厳
格
な
教
養
教
育
路
線
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
不
満
を
も
つ
な
ど
、
文
化
資
本
に
関
し
て
は
専
門

職
層
に
お
よ
ば
な
か
っ
た（
（5
（

。
第
二
に
、
家
政
学
コ
ー
ス
の
履
修
生
徒

の
教
育
歴
や
進
路
か
ら
は
、
彼
女
た
ち
が
「
非
大
学
進
学
者
」
で
は

あ
っ
た
が
、「
非
進
学
者
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
家
政

学
コ
ー
ス
は
「
家
庭
に
入
る
少
女
で
、
専
門
職
に
進
む
意
志
の
な
い

生
徒
」
の
た
め
の
コ
ー
ス
と
し
て
開
設
さ
れ
た
が
、
表
三
が
示
す
よ

う
に
、
卒
業
後
に
た
だ
ち
に
家
庭
に
は
い
る
生
徒
は
二
割
に
も
満
た

ず
、
よ
り
専
門
的
な
教
育
や
職
業
訓
練
に
進
ん
だ
生
徒
の
割
合
の
ほ

う
が
は
る
か
に
高
か
っ
た
。
家
政
学
コ
ー
ス
で
の
幅
広
い
家
庭
科
関

連
科
目
群
の
教
育
経
験
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
未
分
化
で
あ
っ
た

「
女
性
性
を
生
か
せ
る
活
動
領
域
」
―
音
楽
教
育
、
幼
児
教
育
、
体

育
教
育
、
農
業
、
被
服
、
芸
術
、
製
菓
な
ど
―
へ
の
足
掛
か
り
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
大
学
進
学
を
念
頭
に
お
い
た
厳
格
な
教
養
教
育
路
線
か

ら
の
「
後
退
」
や
「
裏
切
り
」
で
は
な
く
、
時
代
に
応
じ
て
女
性
の

教
育
・
就
業
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の
戦
略
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
学
校
史
料
を
用
い
て
学
校
内
で
の
実
践
に
か
ん
す
る
詳

細
な
実
証
分
析
を
行
っ
た
た
め
、
生
徒
の
進
学
後
の
女
性
高
等
教
育

機
関
や
職
業
と
の
関
わ
り
は
不
十
分
の
ま
ま
残
る
。
生
徒
の
主
な
進

学
先
と
な
っ
た
家
庭
経
済
カ
レ
ッ
ジ
で
の
経
験
や
、「
女
性
性
」
が
求

め
ら
れ
た
領
域
で
の
就
職
後
の
経
験
な
ど
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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註（1
）   H

unt, 1987, pp.3-21: H
unt, 1991, Chapter 6.

（
２
）D

om
estic subjects(

家
事
科)

は
一
九
〇
七
年
に
出
版
さ
れ
た

バ
ー
ス
ト
ー
ル
の
著
作
で
登
場
す
る
の
み
で
あ
る
。「
家
庭
科
関
連

科
目
群
」
は
本
稿
独
自
の
用
語
で
あ
る
が
、
そ
の
定
義
内
容
は
以

下
を
参
考
に
し
た
。
中
村
・
小
林
・
片
岡
　
一
九
九
六
年
、
九
三
～

一
〇
七
頁; Turnbull, 1983.

（
３
）Turnbull, 1983, pp.96-101, 111-112.

（
４
）Delam

ont, 1978a; Delam
ont, 1978b; Dyhouse, 1981; Pedersen, 

1987; H
unt (ed.), 1987; Attar, 1991; Purvis, 1991.

滝
内
　
一
九
九
四

年
・
二
〇
〇
八
年
、
河
村
　
二
〇
〇
一
年
、
香
川
　
二
〇
一
五
年
。

（
５
）D

elam
ont, S. ‘B

urstall, Sara A
nnie (1859–1939)’, 

in O
xford D

ictionary of N
ational B

iography , O
xford 

U
niversity Press; online edn, M

ay 2011.

（
６
）W

atson, 2000; W
ebber, 2009; N

akagom
i, 2016.

（
７
）G

oodm
an, Jacobs, K

isby and Loader, 2011. J. G
oodm

an

を
中
心
と
す
る
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
女
子
教
育
史
の
動
向
に
つ
い
て
は

以
下
を
参
照
。
グ
ッ
ド
マ
ン [

中
込
・
内
山
訳]

　
二
〇
一
七
年
、グ
ッ

ド
マ
ン [

香
川
・
内
山
・
中
込
訳]

　
二
〇
一
七
年
。

（
８
）M

ilburn, 1969; Sum
m

erfield, 1987; Spencer, 2000; Sperandio, 
2002; Sm

ith, 2004: Albisetti, G
oodm

an and Rogers, 2010. 
M

ilburn

とSm
ith

はM
H

SG

を
扱
っ
て
い
る
が
、
家
庭
科
関
連

科
目
群
つ
い
て
は
従
来
の
研
究
史
の
理
解
の
枠
を
出
な
い
。

（
９
）Pedersen, 1975, 1987; Jacobs and G

oodm
an, 2006.

（
10
）Purvis, 1991.

（
11
）
正
式
名
称
は
「
学
校
調
査
委
員
会
報
告
書
（Reports of Schools 

Inquiry C
om

m
ission

）」
で
あ
る
。

（
12
）K

am
m

, 1971.

（
13
）
正
式
名
称
は
「
王
立
中
等
教
育
委
員
会
報
告
書( R

eports of R
oyal 

C
om

m
ission on Secondary E

ducation)

」
で
あ
る
。

（
14
）H

unt(1987) p.6.

（
15
）D

elam
ont, 1978a, pp.140-154; D

elam
ont, 1978b, pp.167-

177; D
yhouse, 1981, pp.66-73.

（
16
）H

unt, 1987, p.8.

（
17
）Turnbull, 1983, pp.96-101,111-112.

（
18
）H

unt, 1987, p.20

（
19
）H

unt, 1987, pp.4-8, 12.

（
20
）B

ryant, 1898, pp. 99-122, 99-101; Prospectuses, B
ox 

title: Prospectuses, a2. N
orth London C

ollegiate School 
Archive (

以
下
、N

LCSA
) .

（
21
）R

eport 1910,  p. 23. M
SS.188/4/1/3. M

odern Records Centre

（
以
下
、M

R
C

）, U
niversity of W

arw
ick.

（
22
）B

urstall, 1907, p. 46.

（
23
）'N

o. 28. M
acrae, Charlotte'. Staff, R

egister 1893-1924; 
H

ousew
ifery 1904; C

ookery 1904. N
LCSA.

（
24
）'Extracts from

 m
inutes m

ade in the result of applications 
for grants under §42 in respect of D

om
estic C

ourses 
given at certain G

irls’ Secondary Schools. ' E
D

 1242, The 
N

ational A
rchive.

（
25
）Turnbull (1983) pp.96-101, 111-112

（
26
）N

akagom
i(2016), C

hapter 8.

一
八
七
一
～
一
九
一
四
年
の

N
LCS

、
妹
校
の
カ
ム
デ
ン
女
子
学
校
（Cam

den School for 
G

irls
）、M

H
SG

で
の
家
庭
科
関
連
科
目
群
の
実
施
状
況
、
目
的
、

担
当
教
員
、
履
修
生
徒
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
な
実
証
研
究
で
あ
る
。
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（
27
）' M

iss D
ay’s Account of H

er Life'. School M
agazine  (

以
下
、

SM
), D

ecem
ber, 1917, M

anchester H
igh School for G

irls 
A

rchive (

以
下
、M

H
SG

A
) .

（
28
）'School C

ourse of Instructions', School R
eport

（
以
下
、

SR

）, 1874, p. 19; 'Tim
e Tables', SR

, 1881, pp. 45-51. 
M

H
SG

A
.

（
29
）SR

 1891, 1893, 1894 and 1895. M
H

SG
A.

（
30
）'O

ctober 7th, 1896'; 'April 7th, 1897'; 'Sub-Com
m

ittee, M
ay 

12th, 1897'; 'June 2nd, 1897'; 'M
ay 1st, 1901'; 'N

ovem
ber 

6th': 'D
ecem

ber 4th, 1901': 'July 2nd, 1902'O
ctober 7th, 

1896'; 'A
pril 7th, 1897'; 'Sub-C

om
m

ittee, M
ay 12th, 

1897'; 'June 2nd, 1897'; 'July 22nd, 1902’. M
inutes of 

G
overnors' M

eetings

（
以
下
、M

G
M

）. M
H

SG
A.

（
31
）SM

, February, 1899, p.25; June, 1900, p.69; M
arch, p.21; 

M
arch, 1903, pp.33-34; D

ecem
ber, 1909, p.59; D

ecem
ber, 

1913, p.69. M
H

SG
A.

（
32
）
一
八
九
四
年
か
ら
の
授
業
の
実
施
内
容
は
以
下
と
な
っ
た
。
調
理

は
第
五
・
六
学
年
の
生
徒
を
対
象
に
十
回
の
実
演
的
講
義
を
週
一
回
午

後
に
行
い
、教
師
の
謝
礼( fee)

は
コ
ー
ス
全
体
で
八
ギ
ニ
ー
と
な
る
。

婦
人
服
仕
立
は
一
回
一
時
間
半
の
講
義
を
二
〇
～
二
四
回
実
施
し
、

教
師
の
報
酬
は
各
回
一
〇
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
で
あ
る
。
帽
子
製
作

は
婦
人
服
仕
立
コ
ー
ス
が
終
了
し
た
後
に
一
〇
回
の
短
期
コ
ー
ス
と

し
て
実
施
し
、
教
師
の
報
酬
は
各
回
一
〇
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
で

あ
る
。'February 1

st, 1893'; 'M
SC, Friday, February 10

th, 
1893'; 'M

arch 1
st, 1893'; 'O

ctober 4
th, 1893'; 'M

SC
, July 

18
th, 1894'; 'July 18

th, 1894', M
G

M
; 'O

ctober 3
rd, 1894'; 

'O
ctober 2

nd, 1895'. M
H

SG
A.

（
33
）SR

　1894-1898. M
H

SG
.

（
34
）'O

ctober 7
th, 1896'; 'April 7

th, 1897'; 'Sub-Com
m

ittee, M
ay 

12
th, 1897'; 'June 2

nd, 1897'. M
G

M
. M

H
SG

A.

（
35
）'M

SC, June 27
th, 1894'. M

G
M

. M
H

SG
A; 'Report by M

rs. 
K

itchener on Secondary E
ducation in the H

undreds of 
Salford and W

est D
erby in the C

ounty of Lancashire', 
in R

eports of the R
oyal C

om
m

ission on S
econdary 

E
ducation , V

ol.6, London: H
.M

.S.O
., 1895, pp. 285-287, 

300-301.

（
36
）
詳
し
く
は
中
込
　
二
〇
一
四
年
、N

akagom
i, 2016

を
参
照
。

（
37
）Burstall, 1911, pp. 173-174; Burstall, 1933, pp. 145-149; 

中
込
　
二
〇
一
四
年
。

（
38
）R

eport 1907 , p. 15. M
SS.188/4/1/3. M

RC
.

（
39
）Burstall, 1907, pp. 43-48; B

urstall, 1911, pp. 165, 174; 
Burstall, 1933, pp. 140-151, 168.

（
40
）Burstall, 1907, p.199; B

urstall, 1911, p. 175; Burstall, 
1933, pp. 149-151.

（
41
）'N

ovem
ber 4

th, 1896'; 'M
SC, N

ovem
ber 25

th, 1896'; 'O
ctober 

6
th, 1897'; 'M

SC
, O

ctober 11th, 1897'; 'N
ovem

ber 3
rd, 

1897'; 'February 1
st, 1900'; 'M

arch 7
th, 1900'; 'M

ay 2
nd, 

1900'; 'M
SC

, M
ay 16

th, 1900'; 'M
ay 23

rd, 1900'; 'July 4
th, 

1900',M
G

M
; 'N

o. 41. H
enry, B

lanche', Staff Register, Vol. 
I 1878-1911. M

H
SG

A.
（
42
）'N

o. 40. M
iss Branche H

enry’, Staff Register I. M
H

SG
A.

（
43
）D

avin, 1978; D
avid, 1980; Purvis, 1991; Blakestad 1994.

（
44
）M

HSGA
.

一
九
〇
〇
年
九
月
―
一
九
〇
一
年
七
月
ま
で
の
学
年
の
記
録

が
一
九
〇
一
年
七
月
のSM

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。'A

lphabetical 
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C
lass Lists', SM

, July 1910- July 1914.
（
45
）'Alphabetical Class Lists', SM

 July 1900- July 1914; Register 
of A

pplications. M
H

SG
A.

（
46
）'Alphabetical Class Lists', SM

 July 1900- July 1914; Register 
of A

pplications. M
H

SG
A.

（
47
）'Alphabetical Class Lists', SM

 July 1900- July 1914; Register 
of A

pplications. M
H

SG
A.

（
48
）
家
政
学
コ
ー
ス
在
籍
者
の
専
門
職
の
父
親
・
保
護
者
の
内
訳
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
　
七
名
、
医
療
　
六
名
、
聖
職
者

　
四
名
、
政
府
関
係
者
　
四
名
、
会
計
士
・
教
育
　
各
三
名
、
法
曹

　
二
名
、
音
楽
家
　
二
名
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
軍
関
係
者
・
司
書
・

警
察
官
・
調
査
員
　
各
一
名
。

（
49
）
家
政
学
コ
ー
ス
在
籍
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
父
親
・
保
護
者
の
内
訳
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
貿
易
商
・
卸
売
商
　
二
六
名
、
工
場
経
営
者
　

一
四
名
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
　
一
三
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
一
二
名
、

外
交
員
　
九
名
、
船
荷
主
　
七
名
、
バ
イ
ヤ
ー
　
五
名
、
建
築
業
　

三
名
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
株
式
仲
買
人
・
酒
類
販
売
免
許
者
　
各
二
名
、

競
売
・
銀
行
業
・
運
送
業
・
建
設
業
・
出
版
業
・
料
理
店
経
営
・
会

社
監
督
　
各
一
名
。

（
50
）R

egister of Applications. M
H

SG
A.

（
51
）  

女
子
中
等
教
育
内
の
特
定
の
教
育
内
容
と
文
化
資
本
の
相
関
に
つ
い

て
は
、Jacobs and G

oodm
an, 2006

とJacobs, 2007

を
参
照
。
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と
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リ
ス
近
代
フ
ェ
ミ
ニ
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動
の

歴
史
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グ
ッ
ド
マ
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込
さ
や
か
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山
由
理
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二
〇
一
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）
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調
講
演
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東
京
セ
ミ
ナ
ー
）
女
性
教
育
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ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
展
開
と
国
際
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ッ
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ー
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ダ
ー
の
歴
史
』
五
号
、
三
～

二
三
頁
。

Ｊ
・
グ
ッ
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つ
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調
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演
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リ
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け
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の
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ェ
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ス
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性
と
ジ
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ン
ダ
ー
の
歴
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四
頁
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・
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け
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English middle-class girls’ education and ‘domestic subjects’:
Curriculum and Students of Manchester High School for Girls 
1894-1914

NAKAGOMI, Sayaka

This article aims to examine how ‘domestic subjects’, variously 
defined as cookery, dress-making, housewifery, laundry, needlework, 
had changed the curriculum, and what types of pupils received 
instruction in Manchester High School for Girls (MHSG) between 1894 
and 1914.

The literature of English middle-class girls’ education from the 
1850s to the early 20th century has focused on the development of 
academic curriculum suitable for future college girls under pioneering 
headmistresses, such as Miss Frances Mary Buss of the North London 
Collegiate School. It is well known that early female teachers and pupils 
had suffered from ‘double conformity’, namely pursuit of academic 
goals and maintaining femininity at the same time. ‘Domestic subjects’ 
other than Needlework were not included in the curriculum because 
of its link with working class girls’ education from the 1860s. While 
the importance and popularity of middle class girls’ education had 
been widely acknowledged by the 1890s, the pressure to promote the 
curriculum to be the one more attractive to ‘Non-college girls’, fulfilling 
‘divided aims’, and to prepare for girls’ different futures for advanced 
education, home life and job market, also became stronger. ‘Domestic 
subjects’ had arguably been provided to meet the needs of girls with 
lower academic abilities and/or lower social backgrounds within the 
high schools by the 1910s. The earliest case of the introduction of 
‘domestic subjects’ was seen to be the establishment of the Housewifery 
Course in MHSG under its second headmistress, Miss Sara Annie 
Burstall, in 1900. 

However, recent scholarship using school archival materials 
questions such understanding of the introduction of ‘domestic 
subjects’ into middle class girls’ high schools. What were the specific 
characteristics of instruction in ‘domestic subjects’ such as contents, 
aims, staff and pupils/parents involved? Were ‘domestic subjects’ 
actually only taught to girls with lower academic ability and/or lower 
social backgrounds?
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To solve such research questions, this article mainly examined 
school archival materials of MHSG to define the practice of the subjects 
between 1894 and 1914 under two headmistresses. In conclusion, 
firstly, ‘domestic subjects’ instruction in MHSG showed continuity and 
changes reflecting the three stages of the transformation of ‘domestic 
subjects’ upon its classes/courses in Plain Needlework (1874-1914), 
Technical Classes (1894-1898) and Housewifery Course (1900-1913). 
The establishment of the Housewifery Course responded to the growing 
needs of education for ‘non-college girls’ on school curriculum. Secondly, 
students involved were not necessarily limited to those aiming for 
home life or those with lower academic ability and/or lower social 
backgrounds. Students in Technical Classes& Housewifery Course 
mainly came from business middle classes, the social group possessing 
lesser cultural capital compared to professional middle classes. Such 
students did not enter ‘colleges’, though, many of them proceeded to 
higher educational institutions other than ‘colleges’ and specialist 
training in various fields of female employment about to be opened to 
women.


